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仮第２回例会ユ９７８年５月２６日（木）（晴）
司 会 矢 野 会 長 と し て 伊 藤 英 夫 会 員 に 地 区 協 議 会 へ の 御 出 席 を お

| グ ス ト １ 願 い し ま す 。｜委員会報告｜
星特 別 代 表 ○ S A A富沢委員長
| ビ ジ タ ー | ' ６ 月 度 よ り ２ ケ 月 間 隔 で 席 を 固 定 し ､ 相 互 に 親
高 坂 武 資 君 （ 大 和 ） 交 を 深 め て 頂 く よ う に し た い 。
|会長報告’２席順はいるv,ろ方法があるがとりあえず出生年
ｏ会員に移動がありましたので御報告申し上げます。代順に、適宜、間にビジター席をはさんでゆくの

全員の坪井源二郎氏より一身上の都合により退会が入り易いと思われるのでそうしたい。
の旨御申し出があり、第一回例会後の臨時理事会３．尚、どうしても席の移動を希望される方はＳＡ

に於て事情止む得ないものとして承認されました。Ａ迄申し出て下さい。
ｏこれに伴い委員の移動がありましたので御報告申４．６月度から職業分類と氏名を入れたフターを机上

し 上 げ ま す 。 に お き ま す か ら ， 指 定 の 席 へ お 座 り 下 さ い 。

会員増強委員長、郡司守君，副委員長、淡谷光彦５ビジターの紹介に際しては拍手の俵、隣席のメ

君、社会奉仕副委長芦田敬治君以上です。ンバーは立って握手をしW e l c o m eの意志表示

| 幹 事 報 告 Ｉ を し て い た g き た い 。
o６月４日に地区協議会か行なわれますか、各分科６机上のお茶、コーヒー等の飲物は無料ですから

会の資料は有料配布と左っておりますので、誠に自由に遠慮なくおあがり下さい。

恐縮ですが各出席委員の方はお立替下さい。 尚、ビジターの方には同席のメンバーが卒先して
oRC各委員会活動の資料が届いており左す。例会おす型めし、ビジターの労をねきゞらっていただき

後 配 布 致 し ま す の で 幹 事 玄 で た い つ
ｏ会長報告の中で委員の変更がありましたが、地区○クラブ会報委員会士屋委員長

協議会へ出席出来ない方があり、それぞれ代りの今日お手元へ差し上げました会報は先週の例会の

方をお願い致しをしたが、ロータリー情報委員会内容をレポートしたものです。今日毎週この様な
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会報を出して働き在すので御協力下さい。
特に各委員会報告については委員長の方は原稿を
幹事童で御提出下さい。会報はクラブ会員全員の
総意で出来るものですのでお手元に配布させて頂
き在した「お願い事項」をお読み頂き今后御協力
下さい。
○親睦活動委員会猪熊委員長
今日は次の方々のお祝がありをす。
お誕生日宮之原寛一君（５月１１日）
結婚記念日淡谷光彦君（５月５日）

須藤正道君（５月６日）
創業記念日矢野久元君（５月１１日）

須藤正道君（５月２２日）
蜂屋良平君（５月２５日）

淡 谷 会 員 結 婚 記 念 祝
矢 野 会 員 創 業 記 念 祝
須 藤 会 員 結 婚 記 念 祝

一創業記念祝
蜂 屋 会 員 創 業 記 念 祝
宮 之 原 会 員 お 誕 生 祝

大和RO高坂会員はじめてごやっかいになりま
-す。今後とも宜しくお願いします。尚、自己
宣伝になりますが大和市議会議長を拝命しま
した。御協力をお願いします。

厘壷｜星特別代表
ｏ皆様方がロータリーの概念をつかむまで、大和
RCとかその他知識を持った方に来ていただいて
お話したいと思い交す。そして十分ROの知識を
身につけて頂きたい。
先程幹事の方からロータリー資料を各委員会に差
し上げると申されましたが、これは次年度どの様
な活動をするかの資料でございます。各委員の方
は良くお読みになって７月に入りますとクラブ協
議会が行なわれ、そこでその年のクラブ計画書と
云うものを作りをす。その準備の為の資料ですか
ら各委員会がそれぞれの計画を持ちより計画書を
作ります。この計画書に従い地区ガバナーが公式
訪問され室す。
本日ガバナー月信が配布されており在すが、これ
はこの地区２５９地区を構成する約７０のRCの
一番上に立って、国際ロータリーへの出席又は役

員であり、２５９地区全員会員の監督、指導する
方つまりガバナーが毎月出しているものです。各
クラブの情報、地区内の出来事を掲載してありき
す。ロータリー情報委員長はこのクラブに必要だ
と思われる個所がありましたら（重要な事又皆に
よく知って置て貰いたい事項）例会で発表して下
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本日の内容について少しお話したいと思いをす。
１項はガバナーの挨拶でつづいて事務総長の所感
や国際ロータリーの事項が載っていますが、３頁
にロータリー財団奨学生の事が書いてあります。
これは最近ロータリーでは青少年問題に関心を寄
せておりローターアクト等青少年の援助をしてお
りをす。この259地区から８名の奨学生が選ばれ
をしたが、この人達は奨学金を貰い希望する国の
希望する大学で勉強し､名主岬RCにも参加します
簡単に云い交すと学生としての外交官的な仕事を
し乍ら学ぶ人達です。叉米山奨学生と云いますの
は、日本ROの創設者米山氏を記念したもので、
これは日本に居る外国学生に出す奨学金のことで
す主にアジア地区から日本に来ている学生に出し
ます。
この他伊勢原中央RCの創立総会の記事が載って
いますがいずれ大和中の記事も載ることと思い在す
最后に地区協議会の事が載っていますが、出席さ
れる方はそれぞれのグループのリーダーのお名前
を覚えておかれると良いと思います。裏表紙に全
RCの出席率が報告されています。このクラブは現在
仮クラブですから載りませﾒ‘ｂいずれ認証状が来ます
とここに載りますので是非10研を縄寺して下さい。
このクラブは23名で発足しましたが、通常キーに
なる方が親クラブから来られ、指導してゆくこと
になっていますが、このクラブは全員新しい会員
で構成されています。RCの新クラブ発足には20
名の会員で創立することになっていますが、２０名
に限定しますと創立総会までに辞める方が出て来
た場合クラブとして創立出来なくなりますのでこ
のクラブの場合２３名と少し余裕を見て選考し玄
した。このクラブは全く新しい会員によって構成
されておりますので、新クラブなりのカラーを身
につけた立派なクラブになってほしいと云うのが
親クラブの願いです。そして新しい会員を沢山増
やして頂きたい。会員を増やすと申しましても只
むやみに入会する事は出来ません。本来皆様にも
もっと良く定款の第５条について御説明申し上げ
なければならなかったのですが、今日はこの定款
第５条についてちょっと御説明申し上げます。
定款第５条侭会員”とあり会員の種類は４つあ
ります。皆様には正会員の項にだけ御説明申し上
げましたが、今后会員が増えるに従い他の３ツに
ついても必要になって参りますので定款を再びよ
くお読み頂きたい。
以上アデイシヨナル正会員、シニア・アクチブ
会員、バスト・サービス会員、名誉会員について
の御説明がありましたが、定款第５条をお読み頂
くことにより省略します-会報委員
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以上会員について御説明申し上げましたがこの
一年間に４５～６名にまで増員され、十分左活動
が出来る様な体制に作り上げて下さい。


